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令 和 ８ 年 ３ 月 ９ 日  

宇 都 宮 地 方 気 象 台  

 

栃木県及び周辺の地震活動（令和８年２月） 

 

【地震活動概況】 

今期間に県内で観測した最大震度は３でした。期間内に県内で震度１以上を観測した地震は８回（前月 

７回）、震度３以上を観測した地震が２回（前月なし）ありました。 

 

【栃木県及び周辺の地震活動】 

 
図１ 震央分布図（2026年１月１日～2026 年２月 28 日） 

 
 

・今期間の地震活動を赤色で、前月の地震活動を灰色で示しています。 

・図中の吹き出しを付けた地震は、県内震度観測点で震度３以上を観測した地震及び県内を震源とする震度１以

上を観測した地震です。地震 No.は県内で震度１以上を観測した地震のリストに対応しています。 

・Ｍはマグニチュードで 0.5 以上、深さ（depth）は 150kmまでの地震を示しています。 

・図中の茶色線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示しています。 

 

 

【６月に県内で震度１以上を観測した地震のリスト】 

 

【10月に県内で震度１以上を観測した地震のリスト】 

 

本資料は国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、
京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開
発法人海洋研究開発機構、公益財団法人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、神奈川県温泉地学
研究所及び気象庁のデータを使用している。また、2016 年熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点
（河原、熊野座）、2022年能登半島における合同地震観測グループによるオンライン臨時観測点（よしが浦温泉、
飯田小学校）、2025 年トカラ列島近海における合同地震観測グループによるオンライン臨時観測点（平島、小宝
島）、EarthScope Consortium の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成している。
※データについては精査により、後日修正することがある。また、本資料中で使用している地図は、『数値地図 
25000(行政界・海岸線)』（国土地理院）を加工して作成した。 
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【２月に県内で震度１以上を観測した地震のリスト】 

 

・各地震の震度１以上を観測した観測地点名については、気象庁HP「震度データベース検索」により確認で 

きます。 

https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/index.html 

 

【震央分布図範囲内の地震】 

１.埼玉県南部（地震No.３） 

７日０時58分に埼玉県南部で発生した地震（深さ80km、Ｍ4.1）により、栃木県、群馬県、埼玉県で震度 

３を観測したほか、関東地方と山梨県、静岡県で震度２から１を観測しました。栃木県では下野市で震度

３を、10市町で震度２を、８市町で震度１を観測しました（図２）。 

 

【震央分布図範囲外の地震】 

１.茨城県沖（地震No.１） 

３日18時３分に茨城県沖で発生した地震（深さ51km、Ｍ4.8）により、栃木県、福島県、茨城県で震度３ 

を観測したほか、宮城県から関東地方にかけてと山梨県で震度２から１を観測しました。栃木県では宇都

宮市、真岡市、大田原市、益子町、市貝町、高根沢町で震度３を、14市町で震度２を、５市町で震度１を

観測しました（図３）。 

 

 

月日 時分
1 2月3日 18時03分 茨城県沖                  36°43.7' 140°57.3' 51 4.8 3 3
2 2月5日 9時19分 千葉県北東部                35°40.3' 140°24.9' 67 4.5 2 1
3 2月7日 0時58分 埼玉県南部                 36°03.8' 139°47.8' 80 4.1 3 3
4 2月8日 10時59分 茨城県沖                  36°19.8' 141°51.2' 2 4.9 1 1
5 2月9日 21時27分 埼玉県北部                 36°07.5' 139°40.7' 87 3.3 1 1
6 2月15日 11時52分 茨城県南部                 36°04.6' 139°55.5' 47 3.7 2 2
7 2月25日 16時48分 茨城県南部                 36°04.5' 139°54.0' 46 3.1 1 1
8 2月26日 5時24分 茨城県南部                 36°04.4' 139°53.9' 47 3.2 1 1
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図２ ７日０時58分 埼玉県南部の地震 左図：地域震度 右図：地点震度 

https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/index.html
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【防災メモ】新年度に備えて緊急連絡先の更新・確認を 

年度末は進学・就職・転勤・引っ越しなどで生活環境が大きく変わる人もいるかと思います。このタイミ

ングで取り組んでおきたい防災対策の一つが「緊急連絡先の更新・確認」です。 

今から 15 年前の東日本大震災では、電話がつながらず、家族や知人の安否が分からない状況が長く続い

た人が多くいました。携帯電話があっても、番号を覚えていない、古い連絡先だったという理由で連絡がと

れなかったケースも少なくありませんでした。 

災害はいつ、どこで起きるかわかりません。いざという時に確実に連絡をとるためにも、家族・親族・職

場・学校など緊急時に連絡をとる相手の情報が最新のものになっているか、この機会に確認しておきましょ

う。 

現在では連絡先をスマートフォンに保存しておくのが一般的になりつつありますが、災害時には必ずし

もスマートフォンが手元にあるとは限らず、電池切れや故障などで確認できなくなることも考えられます。

そのため、重要な連絡先は紙にも書き出し、非常持ち出し袋や財布に入れておくことをお勧めします。 

また、災害時には被災地への電話が殺到して回線が混雑しますので、連絡先を知っていてもつながりにく

い状況となります。そんな時に役立つのが、災害用伝言ダイヤル「171」です。毎月 1 日、15 日などに体験

利用が可能ですので、災害時に備えて利用方法を確認しておくと安心です。 

緊急連絡先の更新や連絡手段の確認は、命を守り安心をもたらす小さくても確実な備えとなります。年度

末の今こそ、ぜひ確認しておきましょう。 

 

・災害用伝言ダイヤル（171）（NTT東日本HP） 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/ 

・災害用伝言サービス（総務省HP） 

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/net_anzen/hijyo/dengon.html 

・地震から身を守るために 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/jishin_bosai/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ３日18時３分 茨城県沖の地震 左図：地域震度 右図：地点震度 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/net_anzen/hijyo/dengon.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/jishin_bosai/index.html
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資料についての問い合わせ先 ： 宇都宮地方気象台 電話 028－635－7260 

図４ 災害用伝言ダイヤル（171）の使い方 

   NTT東日本作成パンフレットより。  

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/images/171pamphlet.pdf 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/images/171pamphlet.pdf

